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株式会社株式会社 大大 庄庄

～～｢｢日本の台所日本の台所｣｣になる～になる～
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1.7%

4.1%

3.9%

―

構成比

739

1,765

1,697

43,377

19/2中間期

▲51.5%

▲36.5%

▲33.3%

2.8%

増減率

1,232―44,610売 上 高

▲3800.8%358当 期 純 利 益

▲6452.5%1,120経 常 利 益

▲5662.5%1,131営 業 利 益

連連

結結

前年同期比構成比20/2中間期

２０／２月中間期決算の概要２０／２月中間期決算の概要

1.7%

4.1%

3.9%

―

構成比

624

1,524

1,437

36,994

19/2中間期

▲57.8%

▲42.9%

▲42.9%

0.8%

増減率

289―37,283売 上 高

▲3610.7%263当 期 純 利 益

▲6532.3%870経 常 利 益

▲6172.2%820営 業 利 益

単単

体体

前年同期比構成比20/2中間期

【単位：百万円】
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0
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1,400
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1,800
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（連結）２月中間期売上高・営業利益・当期純利益の推移（連結）２月中間期売上高・営業利益・当期純利益の推移

百万円 百万円

1,1311,6971,4621,5781,6751,564営業利益

当期利益

売上高

358739614596887468

44,61043,37741,94339,55637,18132,392

20/2中間期19/2中間期18/2中間期17/2中間期16/2中間期15/2中間期
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１．新規出店・改装店実績

1

3

2

子会社

78閉 店

1417店舗改装

1315新規出店

単体連結

707

59

10

12

13

24

648

95

17

19

74

86

130

227

19/8期末

23▲1▲1築地日本海

190榮太郎

10

3

3

7

3

1

3

業態変更

▲10

▲3

▲2

▲7

▲6

▲1

7

7

2

5

改装
FCより
譲受

144▲12その他

601▲12イズ･プランニング合計

7147▲1▲715連結合計

12塩梅

11▲2９４９

6546▲1▲613大庄合計

91▲4▲21その他

16▲1中の濱

7511うたうんだ村

860▲1▲12やるき茶屋

13221日本海庄や

2358▲38庄 や

20/2中間期増減
FCへ
譲渡

閉店新規出店

業態別明細

577
629 678

707 714
818 858

903 921 930

0

250

500

750

1,000

16/8期末 17/8期末 18/8期末 19/8期末 20/2期末

連結 直営店舗数 グループ総店舗数(FCを含む)
（単位：店）
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12.6 10.9

4.7
4.0 3.0 2.6

4.5
4.7 5.0

5.4

7.3
7.1 7.8 8.3 8.6

11.7
11.8 12.5 12.3 11.3

20.8 23.4 23.4 25.1 26.5

32.5 32.2 32.1 31.7

10.711.3 10.9

1.4
2.8

1.52.02.5 2.2
2.4

3.2
3.4 2.9 2.6

5.0

31.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

２．売上高２．売上高

38,50838,06836,38634,02432,124

20/2中間期19/2中間期18/2中間期17/2中間期16/2中間期店舗

売上高

(百万円)

主要３業態で店舗売上高の約７割を占める

（１）業態別・店舗売上高構成の推移（連結）（（１）業態別・店舗売上高構成の推移（連結１）業態別・店舗売上高構成の推移（連結））
【構成比】

（単位 : ％）

69.4％

庄や

ｲｽﾞ・ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ合計

日本海庄や

榮太郎

中の濱

やるき茶屋

その他

歌うんだ村

ちゃぽん
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２．売上高２．売上高

99.3％99.8％99.8％客 単 価

99.5％96.3％96.5％客 数

98.8％96.1％96.3％売 上 高

子会社
(ｲｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)単 体連 結

（２）既存店売上高（対前年比）（（２）既存店売上高（対前年比）２）既存店売上高（対前年比）

100.1％97.8％101.5％客 単 価

95.1％98.9％94.6％客 数

95.2％96.7％96.1％売 上 高

やるき茶屋日本海庄や庄 や

◆主力業態の実績◆主力業態の実績

前年比▲3.7％で当初計画（▲3.0％）をやや下回った

→競争激化や個人消費低迷等の影響

特に９月～１０月、１月が不振であった

１月中旬以降の株価急落や中国産食材事件も消費マインドに影響

１月～２月は厳冬、降雪といった天候不順の影響
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94%

95%

96%

97%

98%

99%

100%

101%

売上 94.8% 95.0% 97.9% 96.8% 94.9% 98.7%

客数 95.1% 95.6% 98.2% 96.9% 95.4% 98.0%

客単価 99.7% 99.4% 99.6% 99.9% 99.5% 100.7%

9月 10月 11月 12月 1月 2月

（３）既存店売上高・客数・客単価の対前年比月別推移（連結ベース）（３）既存店売上高・客数・客単価の対前年比月別推移（連結ベース）

客単価客単価

売上高売上高

客数客数
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94%

95%

96%

97%

98%

99%

100%

101%

売上 94.8% 94.7% 97.7% 96.6% 94.7% 98.4%

客数 95.1% 95.2% 97.9% 96.7% 95.1% 97.8%

客単価 99.6% 99.5% 99.8% 99.8% 99.5% 100.6%

9月 10月 11月 12月 1月 2月

（４）既存店売上高・客数・客単価の対前年比月別推移（単体ベース）（４）既存店売上高・客数・客単価の対前年比月別推移（単体ベース）

客単価客単価

売上高売上高

客数客数
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３．営業利益３．営業利益
【単位:百万円】

+0.0%231.7%7691.7%745消耗備品費

+0.1%754.1%1,8474.1%1,772減価償却費

+0.1%1114.8%2,1484.7%2,037水道光熱費

+0.1%15210.1%4,48310.0%4,331地代家賃

既存店売上96.3％、新規出店15店舗－1,232－44,610－43,377売上高

+1.2%95536.6%16,32135.4%15,366売上原価

▲1.2%27663.4%28,28864.6%28,011売上総利益

+0.2%84360.9%27,15660.7%26,313販売費及び一般管理費

+0.5%60332.2%14,37631.8%13,772人件費

▲0.1%▲131.6%6961.6%709販売促進費

▲0.0%▲100.3%1330.3%144広告宣伝費

▲0.4%▲1006.1%2,7006.5%2,800その他

▲1.4%▲5662.5%1,1313.9%1,697営業利益

比率差 備 考増減額構成比20/2中間期構成比19/2中間期

（１）連結（１）連結
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３．営業利益３．営業利益
【単位:百万円】

+0.0%242.0%7431.9%719消耗備品費

+0.1%574.6%1,6964.4%1,638減価償却費

+0.2%855.3%1,9805.1%1,894水道光熱費

+0.3%13411.3%4,21711.0%4,082地代家賃

既存店売上96.1％、新規出店13店舗－289－37,283－36,994売上高

食材や原材料価格の高騰などによる影響+0.5%27132.0%11,91431.5%11,642売上原価

▲0.5%1768.0%25,36968.5%25,351売上総利益

+1.2%63465.8%24,54864.6%23,914販売費及び一般管理費

+0.9%43033.5%12,49132.6%12,060人件費

▲0.0%▲41.7%6441.8%649販売促進費

▲0.0%▲140.3%930.3%107広告宣伝費

▲0.3%▲797.2%2,6827.5%2,761その他

▲1.7%▲6172.2%8203.9%1,437営業利益

比率差 備 考増減額構成比20/2中間期構成比19/2中間期

（２）単体（２）単体
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+0.2%1170.9%4170.7%299特別損失

+0.1%310.3%1330.2%102営業外費用

▲0.1%▲470.3%1220.4%169営業外収益

６店舗対象（前期は２店舗）+0.0%70.2%670.1%59減損損失

▲0.9%

▲0.5%

▲1.4%

+0.1%

+0.0%

+0.1%

+0.4%

▲1.6%

▲0.0%

+0.0%

+0.0%

+0.0%

▲0.1%

▲1.4%

－

比率差

閉店等に伴う解体手数料、復帰費用など

改装、閉店等に伴う除却、解体費用など

再開発による店舗立退き補償金収入（３店舗）

備 考

▲3800.8%3581.7%739当期純利益

▲2211.1%5071.7%729法人税等

▲6021.9%8663.4%1,468税引前当期純利益

500.2%860.1%36その他

180.1%230.0%5店舗関係整理損

410.5%2390.5%198固定資産除却損

1590.4%1630.0%3特別利益

▲6452.5%1,1204.1%1,765経常利益

▲10.1%240.1%25その他

170.0%17－－社債発行費

150.2%910.2%76支払利息

40.1%410.1%36その他

▲520.2%800.3%133専売料収入

▲5662.5%1,1313.9%1,697営業利益

1,232－44,610－43,377売上高

増減額構成比20/2中間期構成比19/2中間期

４．経常利益・特別損失・当期純利益４．経常利益・特別損失・当期純利益
（１）連結（１）連結 【単位:百万円】
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+0.3%1141.1%3930.8%279特別損失

+0.0%180.3%1010.2%82営業外費用

▲0.1%▲180.4%1510.5%169営業外収益

６店舗対象（前期は２店舗）+0.0%70.2%670.2%59減損損失

▲1.0%

▲0.7%

▲1.7%

+0.1%

+0.0%

+0.1%

+0.4%

▲1.8%

0.0%

0.1%

▲0.0%

+0.1%

▲0.1%

▲1.7%

－

比率差

閉店等に伴う解体手数料、復帰費用など

改装、閉店等に伴う除却、解体費用など

再開発による店舗立退き補償金収入（３店舗）

備 考

▲3610.7%2631.7%624当期純利益

▲2521.0%3701.7%623法人税等

▲6131.7%6343.4%1,247税引前当期純利益

550.2%860.1%31その他

140.1%200.0%5店舗関係整理損

350.6%2180.5%183固定資産除却損

1540.4%1570.0%2特別利益

▲6532.3%8704.1%1,524経常利益

50.1%280.1%23その他

230.1%250.0%2社債利息

▲100.1%460.2%57支払利息

360.2%740.1%38その他

▲540.2%770.4%131専売料収入

▲6172.2%8203.9%1,437営業利益

289－37,283－36,994売上高

増減額構成比20/2中間期構成比19/2中間期

４．経常利益・特別損失・当期純利益４．経常利益・特別損失・当期純利益
（２）単体（２）単体 【単位:百万円】
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５５..連結貸借対照表（Ｂ／Ｓ）連結貸借対照表（Ｂ／Ｓ）

4327,7847,351N E T 有 利 子 負 債

＋1.6%59.1%57.5%自 己 資 本 比 率

有利子負債依存度

現 預 金

有 利 子 負 債

＋0.6%25.3%24.7%

増減額（率）20／2中間期19／8期

▲4306,1136,544

213,89813,896

▲72244,70345,425固 定 資 産

▲61010,13710,748流 動 資 産

▲251,0961,122そ の 他

増減額20／2中間期19／8期

▲571,9121,969受取手形及び売掛金

▲1,33354,84056,174資 産 合 計

▲10514,33414,439敷 金 ・ 保 証 金

21,0731,070無 形 固 定 資 産

▲59428,19828,793有 形 固 定 資 産

▲1061,3251,432そ の 他

▲15785801棚 卸 資 産

▲4306,1136,544現 預 金

▲1,47722,28923,767負 債 合 計

16▲487▲504そ の 他

▲8043,5064,310そ の 他

－8,6268,626資 本 金

－9,9089,908資 本 剰 余 金

12714,50314,376利 益 剰 余 金

14432,55032,406純 資 産 合 計

増減額20／2中間期19／8期

▲1,33354,84056,174負債・資本合計

1,0904,5003,410社 債

▲1,0879,39810,486借入金（長短）

▲3622,3452,707未 払 金

▲3132,5392,853買 掛 金

（単位：百万円）
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６６. . 連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー

59▲302▲362（有利子負債の増減額）

1,1001,090▲10社債の純増減額

▲262▲645▲383短期借入金の純増減額

▲21▲233▲212その他財務ＣＦ

▲777▲74730長期借入金の純増減額

38▲535▲574３．財務活動ＣＦ

50167116その他投資ＣＦ

93▲148▲241敷金・保証金の差入支出

78▲1,480▲1,558有形固定資産の取得

222▲1,461▲1,683２．投資活動ＣＦ

▲337▲218119その他営業ＣＦ

▲283▲915▲632法人税等

821,8381,755減価償却費

▲6028661,468税引前利益

▲1,1401,5702,711１．営業活動ＣＦ

増減額20／2中間期19／2中間期

【単位：百万円】
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７．関係会社の状況７．関係会社の状況

・収益安定化を第一に事業展開

・病院食事業としてのビジネスモデル

確立をめざす
63.0％1,28080

東京都

品川区

病院・事業用

給食施設の運営
㈱アルス

・平成19年9月28日に第三者割当増資

を引き受け
69.7％15296

新潟県
佐渡市

飲料水等の

製造・販売

新潟県佐渡

海洋深層水㈱

・新規にグループ店舗への「害虫駆除」

事業を開始
75.0％43060

東京都

港 区

不動産賃貸管理

煙草・飲料販売

㈱アサヒビジネス

プロデュース

・グループ店舗への食材等を毎日一括
○配送

・外部取引先への配送業務を強化
100.0％1,72399

東京都

品川区
食材等の配送業㈱ディ・エス物流

・築地市場での営業権を保有

・マグロなどの魚価高騰への対策強化
100.0％3,31490

東京都

中央区

生鮮魚介類等の

卸売業
米川水産㈱

・寿司割烹「築地日本海」無国籍料理
r「949」和風創作料理「塩梅」を柱に
○店舗展開

・「佐吉」など新業態開発を積極化

100.0％3,335300
東京都

大田区
料理飲食業㈱イズ・プランニング

備 考
議決権の

所有割合

20/2中間期
売上高

資本金
本社

所在地
主要な事業内容

（単位：百万円）連結子会社連結子会社

持分法適用関連会社持分法適用関連会社

・当社並びにＦＣ店舗に
酒・飲料等を配送

20.0％1,22010
東京都
葛飾区

酒・飲料等の
配送業

㈱エム・アイ・
プランニング

備 考
議決権の

所有割合
20/2中間期
売上高

資本金
本社

所在地
主要な事業内容

※新潟県佐渡海洋深層水㈱は、３月期決算のため19/4月～20/2月累計の数値となっております
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２０／下期２０／下期 通期見通の概要通期見通の概要
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1.6%

4.1%

4.1%

－

構成比

▲283

▲477

▲438

2,371

前年比

1.3%

3.5%

3.5%

－

構成比

1,433

3,627

3,588

87,829

19/8期

▲19.7%

▲13.2%

▲12.2%

2.7%

増減率

0.8%

2.5%

2.5%

－

構成比

358

1,120

1,131

44,610

20/2中間期

実績

90,200－45,590売 上 高

1,1501.7%792当期純利益

3,1504.5%2,030経 常 利 益

3,1504.4%2,019営 業 利 益

連連

結結

20/8期見通構成比
20/下期

計画

２０／８月期２０／８月期 通期見通通期見通
（単位：百万円）

1.6%

4.2%

4.1%

－

構成比

▲276

▲603

▲634

875

前年比

1.3%

3.4%

3.2%

－

構成比

1,226

3,153

3,084

74,625

19/8期

▲22.5%

▲19.1%

▲20.6%

1.2%

増減率

0.7%

2.3%

2.2%

－

構成比

263

870

820

37,283

20/2中間期

実績

75,500－38,217売 上 高

9501.8%687当期純利益

2,5504.4%1,680経 常 利 益

2,4504.3%1,630営 業 利 益

単単

体体

20/8期見通構成比
20/下期

計画
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業績の推移業績の推移 通期見通通期見通

3,724

2,950

3,588
3,150

884

1,663
1,197

1,433
1,150

3,355
3,569

1,409

76,232 87,829

69,510

80,741

85,454

90,200

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

15/8期 16/8期 17/8期 18/8期 19/8期 20/8期見通

0

2,000

4,000

6,000

8,000

営業利益 当期純利益 売上高【売上高】 【利益】

連

結

2,348

3,084

2,450

676
1,372

908 950

3,0993,0472,884

1,367 1,226

65,164 75,500

72,613
68,818

59,649

74,625

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

15/8期 16/8期 17/8期 18/8期 19/8期 20/8期見通

0

2,000

4,000

6,000

8,000
営業利益 当期純利益 売上高

単

体

（単位：百万円）
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f

店舗展開戦略店舗展開戦略店舗展開戦略

１．新規出店計画

35 店舗20 店舗15 店舗連 結

30 店舗17 店舗13 店舗単 体

20/8期
通期見通

20/下期
計画

20/2中間期

実績

5 店舗3 店舗2 店舗
子 会 社
(ｲｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)

候補物件の立地条件や収益予想を慎重に吟味した上で出店

人材の確保及び店長・調理長の早期育成が前提条件

柱３業態を中心に店舗設計は絶えざる革新を図る
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２．都道府県別２．都道府県別 グループ店舗数グループ店舗数

42/47県930店舗連 結連 結

地域数地域数店舗数店舗数 拠点出店拠点出店 地区ドミナント出店地区ドミナント出店

0店舗0店舗

1～10店舗1～10店舗

31～100店舗31～100店舗

10～30店舗10～30店舗

101～店舗101～店舗

出店予定出店予定

20/8期初出店計画 … 高知

（平成20年2月末現在）
東北・北海道地方

27店舗

6県/7県

東北・北海道地方

27店舗

6県/7県

中部地方

110店舗

9県/9県

中部地方

110店舗

9県/9県

近畿地方

23店舗

7県/7県

近畿地方

23店舗

7県/7県

中国・四国地方

11店舗

7県/9県

中国・四国地方

11店舗

7県/9県

九州・沖縄地方

19店舗

6県/8県

九州・沖縄地方

19店舗

6県/8県

関東地方

740店舗

7県/7県

関東地方

740店舗

7県/7県

兵庫

4

岐阜

4

宮崎

3

鹿児島

1

大分

0

熊本

2

福岡

6

佐賀

2

長崎

5

沖縄

0

徳島

0
高知

0

香川

1
愛媛

1

広島

3

島根

1

岡山

2

鳥取

1
山口

2

和歌山

2

滋賀

2
奈良

1
大阪

8

京都

2

三重

4

福井

2

北海道

0

福島

9

宮城

5
山形

2

岩手

5
秋田

1

青森

5

千葉

74

群馬

7

埼玉

123

東京

384

神奈川

130

栃木

10

茨城

12

新潟

14

静岡

20
愛知

46

長野

11

山梨

4

富山

5

石川

4
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３．既存店計画３．既存店計画

（１）既存店売上計画（対前年比）（１）既存店売上計画（対前年比（１）既存店売上計画（対前年比））

20/2中間期 実績 96.3％

20/下期 計画 97.0％（▲3.0％）

（２）改装店舗計画（２）改装店舗計画（２）改装店舗計画

5 店舗30 店舗35 店舗改 装 店 舗

子会社
(ｲｽﾞ・ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)

単 体連 結
立地環境やお客様ニーズの変化に

合わせて業態転換を積極的に推進

引き続き厳しい環境を見込む

→「既存店売上の増加策」が

最重要課題
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店舗改装、統廃合に伴う固定資産除却損等店舗改装、統廃合に伴う固定資産除却損等

44．特別損失．特別損失

4953643604692658特別損失見込

20/8期見通19/8期実績20/8期見通19/8期実績20/8期見通19/8期実績

子会社子会社単体単体連結連結

（単位：百万円）
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２０／下期２０／下期 重点取組み課題重点取組み課題
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１１..既存店売上の増加策既存店売上の増加策

宴会需要の掘り起こし拡大

→店舗営業活動の強化に加えて、別働の専任推進部隊の構築を検討

マーケット・採算性を睨んだ「ランチ営業」の強化

店舗オペレーション力の強化による客単価の引上げ

(１)営業体制の見直し

「グランドメニュー」の絞込み、及び「おすすめメニュー」の拡大

「提案型食材イベント」の更なる拡大 →旬、季節、産地をアピール

仕入食材値上りへの適切な対応

(２)メニュー戦略

高価格業態「ととや市場 結」等の推進と低価格業態の開発検討

「客単価」に視点を置いた業態テストマーケティングの取組み

(３)店舗業態戦略の見直し
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２２..収益改善策収益改善策((コストコントロール）コストコントロール）

仕入業者の見直し・絞込みとメーカー直接取引の推進

商品（食材）アイテムの絞込みによる効率化と１アイテム量の拡大による仕入価格低減

容器改良や各種工夫による消耗備品も含めたコストダウン

更なる産直ルートの拡大

(１)仕入努力による原価の低減

食材、酒、飲料の仕入価格上昇への適切な対応

業態コンセプトに基づいた価格戦略の見直し

(２)メニュー価格の見直し
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２２..収益改善策収益改善策((コストコントロール）コストコントロール）

人件費 →営業時間見直しによる削減、オペレーション効率化によるコストダウン

衛生費、消耗備品費他 →仕入れ業者や取引内容見直しによるコストダウン

水道光熱費 →契約形態の見直しと無駄の排除

販売促進費 →「費用対効果」を十分に踏まえたイベント企画の実施

(３)販売費及び一般管理費
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３３..不振店対策の強化不振店対策の強化

時間帯別損益管理データを踏まえた最適運営の推進と収益改善

→店舗状況に合わせた営業時間の見直し

→ワークスケジュールの徹底管理と従業員総労働時間の削減

収益低迷店を中心とする指導チームによる集中改善指導

店舗セールス力の強化

→もう１品、おすすめセールス等

(１)店舗オペレーション力の強化

老朽店舗はリニューアル、ニーズが変化した店舗は業態転換を積極推進

構造的要因により収益改善が期待できない店舗は閉鎖

(２)抜本的な対応策の実施
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４４..経営基盤の強化経営基盤の強化

（１）衛生管理体制の更なる強化

（２）内部統制システムの早期構築

（３）コンプライアンス厳守体制の確立

（４）リスク管理体制の確立

（５）健全な財務基盤の維持


